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総務課の目標（令和７年度）自己評価書

総務課長 倉波 孝雄

個別事業とその目標 達成度
目標達成の効果又は

達成できなかった理由等

１．政策に関する調整・管理及びわかりやすい情報発信（政策秘書室）

行政の説明責任と政策の透明性を図るため、施政方針、行政報告、各課の目標などの

各種行財政情報を、町民にわかりやすい形で編集、公表し、広く情報発信に努めるとと

もに、施政方針で掲げた施策の適正な進行管理に努めます。

２．人事管理の適正化（総務班）

定年延長制度に伴う６０歳を超える職員の働き方の把握に努め、退職職員数及び採用

職員数のバランスと将来を見据えた職員数の適正化を図ります。また、令和８年度から

障害者雇用率が引き上げとなるため、職員の採用を検討します。

３．選挙の管理・執行（行政班）

参議院議員通常選挙及び酒々井町長選挙の適正な管理・執行に努めます。

４

４

５

各議会での行政報告を図表やイラストを用いて編集し、

回覧やホームページで公表したほか、町長の施政方針演説

の概要を見やすいパンフレット形式で編集し、ホームペー

ジや各種会議などで周知しました。

また、施政方針に掲げた各施策については、費用対効果

も考慮しながら進行管理に努め、年度末には課題や改善点

等も含めて実績を取りまとめました。

60 歳以上の想定される退職者数と同程度に自己都合退

職者数が増加しましたが、不足職員数を見越した採用人数

の確保ができました。

障害者雇用については、法定雇用率 2.8％に対し 0.12％

下回っておりますが、雇用人数は 0.5 人上回りました。ま

た、町長部局及び教育委員会部局を同一の機関とみなす特

例認定を受けました。

適正な管理及び執行ができました。

また、令和８年２月に衆議院議員総選挙が執行され、解散

から投開票まで戦後最短の総選挙となりましたが、総選挙

についても、適切な管理及び執行をすることができまし

達成度：R8.3.31の自己評価
５ 目標を完全に達成した。

４ 目標を概ね達成した。

３ 目標を一部達成した。

２ 目標をほとんど達成できなかった。

１ 目標をまったく達成できなかった。

酒々井町
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４．情報化の推進（情報推進班）

町のホームページに検索サービスを導入し、検索機能を強化します。また、基幹系シ

ステムの標準化及びガバメントクラウド化を円滑に進めるためネットワーク整備や契約

手続き等を進めてまいります。併せて、今年度から導入するビジネスチャットツールや、

前年度から継続するフォーム作成システムを活用し、DX推進による業務効率化と住民サ
ービスの向上を図ってまいります。

４

た。

対象業務のガバメントクラウドへ移行及び標準化を計画

的に進めることができ、円滑に移行を完了することができ

ました。また、ビジネスチャットツールを導入したことに

より職員間の連絡・情報共有の迅速化が図られ、業務効率

を向上させることができました。併せて、フォーム作成シ

ステムは各課での利用件数が増加し、住民からの申請や回

答に幅広く活用され、利便性の向上に寄与しました。ホー

ムページの検索サービスにつきましては使用する CMS 以

外についても詳細に検索できるよう調整し、次年度も引き

続き住民の検索性向上に努めてまいります。


